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福島第一原子力発電所で発生する水処理二次廃棄物の処理処分に向けて既存処理技術の適用性を検討する

ため、セメントやアルカリ活性材料を用いて模擬廃棄物を固化し、硬化性や固化試料の物性等に関する基礎

データを取得している。本研究では、模擬鉄共沈スラリーの固化試料に対して γ 線照射試験を行い、水素発

生量を調査した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所で発生する水処理二次廃棄物の処理処分に向けて、既存処理技術の適用性を検討し

ている。低温固化処理技術のうち、セメントやアルカリ活性材料(以下、AAM)を用いた混練固化技術におい

ては、混練の際に水を使用するため、廃棄体に含まれる水の放射線分解に伴う水素発生が懸念されている。

このため、廃棄体の保管時や埋設処分時の安全管理の観点から、廃棄体からの水素発生量を推定しておく必

要がある。本研究では前報[1]に引き続き、模擬鉄共沈スラリー(以下、IS)の固化試料の γ 線照射試験を実施

し、固化試料からの水素の発生量を調査した。 

2. 実験 

セメント固化試料はセメント協会製の研究用セメントを、AAM 固化試料は BASF 社製のメタカオリン、エ

スメント関東社製の高炉スラグ、日本化学工業製の J 珪酸ソーダ 1 号及び富士フィルム和光純薬製の水酸化

ナトリウムを用いて作製した。AAM 固化試料は、メタカオリンに対する高炉スラグの置換率を 0、20、40 wt%

に変えた M、MB20、MB40 の 3 種類とした。IS は、作製後の固化試料全体の重量に対して 20 wt%となるよ

うに混合した。なお、各固化試料の水粉体比は、流動性等の観点から各々の配合で最適化した値を用いた。

20℃で 28 日間封かん養生した固化試料をステンレス製照射セルに封入し、量研機構高崎量子応用研究所のコ

バルト 60 照射施設を利用して積算線量が 3kGy、10kGy 及び 30kGy となる条件で γ線照射を行った。照射後

にガスクロマトグラフを用いて照射セル内の水素を定量した。 

3. 結果と考察 

γ線照射に伴い発生した水素量、吸収線量等から、100eV 当たりの放射線エネルギー吸収により発生する水

素の分子数（以下、G 値(H2)）を算出した。固化試料の重量をもとに算出した固化試料の G 値(H2)と含水率の

関係を図 1 に示す。G 値(H2)のエラーバーは、最大値から最小値の範囲とした。固化試料の G 値(H2)は、純水

の初期 G 値(H2)である 0.45 と比較して、いずれも低い値になっていることが分かった。また、IS を含まない

固化試料と IS を混合した固化試料の G 値(H2)を比較した結果、セメ

ント固化試料では ISの混合により含水率が増加したもののG値(H2)

が変化しなかったのに対し、AAM 固化試料では IS の混合により含

水率は大きく変動しないものの G 値(H2)が増加し、異なる傾向を示

した。IS の混合による影響のみでは説明が難しいため、今後は詳細

なメカニズムの解明に向けて調査を継続する。 
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図 1 固化試料の G 値(H2)と含水率の関係 
(積算線量 10kGy) 
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